
経
営
倫
理
実
践
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
は

日
本
経
済
団
体
連
合
会
と

共
催
で
11
月
20
日
、
「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
進
化
型
と
し
て
の

Ｃ
Ｓ
Ｖ
（creative

shar
e
d
v
a
l
u
e

）
最
前
線
」
と

題
す
る
「
経
営
倫
理
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
２
０
１
３
」

を
開
催
し
た
。
会
場
は
東

京
都
港
区
の
国
際
文
化
会

館
岩
崎
小
彌
太
記
念
ホ
ー

ル
。最

初
に
今
年
度
、
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
理
事
長
に
就
任
し
た

矢
野
薫
Ｎ
Ｅ
Ｃ
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
「
10
年
前
の
２

０
０
３
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
元
年

と
い
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

日
本
企
業
は
手
探
り
状
態

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
こ
の

10
年
間
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

非
常
に
活
発
に
展
開
・
強

化
し
て
き
た
と
思
う
。
今

ま
で
日
本
企
業
が
行
っ
て

き
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は

ど
う
違
い
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
中

で
は
経
営
倫
理
が
ど
う
捉

え
ら
れ
て
い
る
か
、
興
味

を
も
た
れ
る
だ
ろ
う
」
と

述
べ
た
。

基
調
講
演
は
「
ネ
ス
レ

の
共
通
価
値
の
創
造
（
Ｃ

Ｓ
Ｖ
）
戦
略
・
社
会
の
課

題
に
対
す
る
ネ
ス
レ
の
取

り
組
み
」
と
題
し
、
ネ
ス

レ
日
本
執
行
役
員
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
統

括
部
長
の
村
本
正
昭
氏
が

行
っ
た
。

同
社
は
、
乳
幼
児
の
死

亡
率
改
善
の
た
め
、
食
品

を
開
発
・
販
売
、
ま
た
ブ

ラ
ジ
ル
政
府
か
ら
余
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
処
分
を
依

頼
さ
れ
、
生
ま
れ
た
の
が

大
ブ
ラ
ン
ド
・
ネ
ス
カ
フ
ェ

の
始
ま
り
、
と
い
う
歴
史

を
持
つ
。
近
年
は
、
国
連

コ
ン
パ
ク
ト
で
掲
げ
ら
れ

た
人
権
、
労
働
基
準
な
ど

の
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。
同
社
の
乳
製
品
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
食
料
品
の
製

造
工
場
は
、
必
ず
現
地
で

原
材
料
を
調
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

世
界
各
地
の
開
発
が
遅
れ

て
い
る
地
域
で
、
現
地
の

行
政
と
協
働
で
工
場
を
建

設
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
雇

用
確
保
、
農
民
の
生
活
向

上
、
ひ
い
て
は
ネ
ス
レ
製

品
の
消
費
者
を
育
て
る
、

と
い
う
、
長
い
ス
パ
ン
で

確
か
な
成
果
を
上
げ
る
同

社
独
特
の
取
り
組
み
も
紹

介
。「

企
業
の
責
任
で
や
る

従
来
型
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
大
切

だ
が
、
得
ら
れ
る
企
業
価

値
に
は
限
り
が
あ
る
。
一

方
、
社
会
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
を
、
事
業
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
の
が
Ｃ
Ｓ

Ｖ
。
そ
れ
に
よ
り
画
期
的

な
製
品
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
改
善
、
地
域
経
済
の

改
善
な
ど
が
期
待
で
き
、

企
業
に
と
っ
て
は
競
争
力

の
向
上
や
利
益
率
の
大
き

な
改
善
な
ど
が
も
た
ら
さ

れ
る
」
と
解
説
し
た
。

「
海
外
に
は
、
日
本
で

は
想
像
も
で
き
な
い
課
題

が
あ
る
。
日
本
も
少
子
高

齢
化
が
深
刻
。
そ
れ
を
企

業
と
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
う
ま
く
組
み
合
わ

さ
っ
て
、
一
緒
に
な
っ
て

解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
」
と
語
っ
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
専

務
執
行
役
員
・
津
田
登
氏

は
、
同
社
が
社
会
や
地
球

レ
ベ
ル
の
心
地
よ
さ
と
い

う
意
味
で
考
え
た
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
と
い
う
言
葉
を

目
印
に
、
そ
れ
を
経
営
指

標
に
ど
う
落
と
し
込
む
か

を
模
索
。
経
営
の
新
機
軸

（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）
、
経
営
学
軸

（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
、
技
術
経
緯

軸
（
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
の
３
次
元

ベ
ク
ト
ル
で
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｋ
Ｉ
価
値
を
判
断
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

も
う
一
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
、
伊
藤
園
取
締
役
Ｃ
Ｓ

Ｒ
推
進
部
長
・
笹
谷
秀
光

氏
は
ま
ず
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０

０
０
を
取
り
上
げ
、
こ
れ

に
取
り
組
む
必
要
性
、
メ

リ
ッ
ト
を
分
か
り
や
す
く

述
べ
た
。
ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
、

全
て
の
組
織
に
網
羅
的
な

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
違
い
、
経
営
に

特
化
し
て
い
る
、
と
解
説
。

さ
ら
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
教
育
面

で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Edu

cati
on
for
Sustainab

le
D

e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

）
に
、
同
社

が
力
を
注
い
で
い
る
、
な

ど
と
語
っ
た
。

そ
の
後
、
村
本
氏
を
加

え
た
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法

人
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
長
、
大

久
保
和
孝
氏
の
司
会
で
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

つ
く
っ
た
経
緯
、
誰
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
か
、

な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

大
久
保
氏
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｖ

の
取
り
組
み
は
、
コ
ン
セ

プ
ト
が
あ
っ
て
の
コ
ン
テ

ン
ツ
。
き
ょ
う
発
表
さ
れ

た
３
社
は
、
取
り
組
み
を

積
み
上
げ
て
コ
ン
セ
プ
ト

を
明
確
化
し
て
き
て
、
全

く
ぶ
れ
が
な
い
。
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
企
業
は
、
基

本
的
な
考
え
方
を
軸
と
し

な
が
ら
、
そ
の
企
業
に
合
っ

た
も
の
を
模
索
し
て
い
く

と
よ
い
」
と
ま
と
め
た
。
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経
営
倫
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
２
０
１
３

―

11
月
20
日
、
国
際
文
化
会
館
で

基調講演を行ったネスレ日本の村本正昭氏

＝国際文化会館岩崎小彌太記念ホールで

ＣＳＶをテーマとしたパネルディスカッショ ン

＝国際文化会館岩崎小彌太記念ホールで

人
に

も
企

業
に

も

青

春
が
あ
る
。
青
春
期
の

企
業
の
職
場
風
景
と
は

一
体
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
か
。
10
月
に
亡
く
な
っ

た
本
田
技
研
工
業
の
二

代
目
社
長
、
河
島
喜
好

氏
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

創
業
間
も
な
い
こ
ろ
、

本
田
宗
一
郎
氏
は
研
究

に
没
頭
す
る
と
二
、
三

日
の
徹
夜
は
ザ
ラ
。
物

わ
か
り
の
悪
い
社
員
が

い
る
と
、
ス
パ
ナ
を
持
っ

て
追
い
か
け
回
し
た
こ

と
も
あ
る
。
殴
ら
れ
た

ら
大
変
だ
か
ら
皆
必
死

に
逃
げ
る
。
そ
れ
で
も

誰
も
本
田
氏
を
恨
む
者

は
い
な
か
っ
た
。
私
心

が
な
く
、
た
だ
ひ
た
す

ら
「
い
い
も
の
を
作
ら

な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
と

い
う
熱
意
に
皆
打
た
れ

た
。
ア
イ
デ
ア
と
ス
ピ
ー

ド
で
画
期
的
な
製
品
を

作
っ
て
「
世
界
の
ホ
ン

ダ
」
に
な
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
で
社
員
が
一
丸

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

創
業
期
の
企
業
に
は

珍
し
く
な
い
光
景
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、

企
業
は
成
長
す
る
に
つ

れ
て
青
春
度
が
薄
れ
て

い
く
。
新
し
い
こ
と
を

す
る
の
に
不
安
を
感
じ
、

現
状
維
持
に
腐
心
す
る
。

か
つ
て
日
本
の
高
度
成

長
を
推
進
し
た
企
業
の

多
く
が
い
ま
や
こ
う
し

た
状
態
に
あ
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
視
界
が
開

け
て
き
た
今
こ
そ
、
企

業
は
自
助
努
力
で
青
春

を
取
り
戻
す
工
夫
を
す

べ
き
で
あ
る
。

か
つ
て
松
下
電
器
産

業
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

の
英
国
工
場
を
訪
れ
た

時
、
門
前
に
松
下
幸
之

助
氏
の
筆
に
な
る
碑
文

が
あ
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
「
青
春
と
は

心
の
若
さ
で
あ
る
。
信

念
と
希
望
に
あ
ふ
れ
勇

気
に
み
ち
て
日
に
新
た

な
活
動
を
つ
づ
け
る
か

ぎ
り
青
春
は
永
遠
に
そ

の
人
の
も
の
で
あ
る
」
。

経
営
者
に
人
気
の
あ

る
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ

ン
の
詩
「
青
春
」
を
松

下
流
に
改
作
し
た
も
の

で
、
「
心
の
若
さ
」
に

あ
た
る
個
所
は
原
詩
で

は
「
臆
病
さ
を
退
け
る

勇
気
、
安
き
に
つ
く
気

持
ち
を
振
り
捨
て
る
冒

険
心
」
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
39
年
、
会
長
に
退

い
て
い
た
松
下
氏
は
経

営
不
振
の
打
開
の
た
め
、

営
業
本
部
長
代
理
を
兼

務
し
て
現
場
に
青
春
の

息
吹
を
吹
き
込
む
と
い

う
荒
療
治
を
し
た
。

今
、
中
高
年
期
に
あ

る
企
業
は
、
臆
病
さ
を

退
け
、
安
き
に
つ
か
ず
、

勇
気
と
冒
険
心
で
せ
っ

か
く
上
向
い
て
き
た
業

績
を
一
気
に
伸
ば
し
て

ほ
し
い
。（
小
山
博
之
）

勇
気
と
冒
険
心
で
企
業
の
「
青
春
度
」
を
高
め
よ
う

メセナアワード２０１３

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
に
よ

る
「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
２

０
１
３
」
の
授
与
式
が
、

11
月
、
東
京
・
ス
パ
イ
ラ

ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

同
賞
は
、
年
1
回
贈
呈
さ

れ
る
。
審
査
は
、
外
部
の

専
門
家
か
ら
な
る
選
考
委

員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
１
０
７
件
、
99

社
・
団
体
か
ら
応
募
が
あ

り
、
三
菱
地
所
が
特
別
賞

を
受
賞
し
た
。

受
賞
の
内
容
は
、
以
下

の
通
り
。

▽
メ
セ
ナ
大
賞
：
特
定

非
営
利
活
動
団
体
全
日
本

製
造
業
コ
マ
大
戦
協
会

「
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大

戦
」
▽
映
画
の
地
球
儀
賞
：

岩
波
不
動
産
株
式
会
社

（
東
京
都
）
「
エ
キ
プ
・

ド
・
シ
ネ
マ
―
埋
も
れ
た

名
作
映
画
の
発
掘
・
上
映

―
」

▽
学
び
の
玉
手
箱
賞
：
Ｓ

Ｃ
Ｓ
Ｋ
株
式
会
社
（
東
京

都
）
「C

A
M
P

（C
h
i
l
d
r
e
n

's
A
r
t
M
u
s
e
u
m

&
P
a

r
k

）
」

▽
対
話
で
ア
ー
ト
賞
：
株

式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
、
公
益
財
団
法
人
損
保

ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団
（
東

京
都
）
「
未
来
を
担
う
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
対

話
型
美
術
鑑
賞
教
育
支
援

活
動
の
展
開
」

▽
タ
ム
タ
ム
し
ま
賞
：
ト

ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

（
愛
知
県
）
「
ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
情
報
サ

イ
ト
「
ネ
ッ
ト
Ｉ
Ａ
Ｍ
」

▽
光
る
町
な
み
賞
：
村
上

町
屋
商
人
会
（
む
ら
か
み

ま
ち
や
あ
き
ん
ど
か
い
）

（
新
潟
県
）
「
町
屋
に
光

を
当
て
、
町
を
活
性
化
さ

せ
、
町
屋
を
守
る
商
人

（
あ
き
ん
ど
）
の
挑
戦
」

で
、
以
上
が
メ
セ
ナ
大
賞
。

最
も
高
く
評
価
さ
れ
た

活
動
が
、
「
メ
セ
ナ
大
賞
」

の
賞
名
で
授
与
さ
れ
た
。

他
の
賞
は
、
特
に
評
価
さ

れ
た
点
を
反
映
し
た
賞
名

に
な
っ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
た
特
別
賞

（
文
化
庁
長
官
賞
）
は
、

三
菱
地
所
株
式
会
社
（
東

京
都
）
が
、
「
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
『
キ
ラ
キ
ラ
っ

と
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
』
」

で
受
賞
し
た
。

メ
セ
ナ
大
賞
の
「
全
日
本

製
造
業
コ
マ
大
戦
」
は
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
高

度
な
技
術
力
と
そ
の
精
神

を
、
コ
マ
大
会
を
通
し
て

社
会
に
開
き
、
町
工
場
の

活
性
化
を
図
り
つ
つ
も
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で

文
化
の
地
平
を
拡
大
し
た

点
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

（
陶
）

さまざまなメセナ活動を評価

潮
流



一
流
ホ
テ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー

が
発
端
と
な
っ
た
食
材
の

偽
装
・
誤
表
示
問
題
で
、

政
府
は
２
０
１
３
年
12
月

９
日
、
全
国
の
ホ
テ
ル
、

百
貨
店
、
回
転
ず
し
な
ど

２
３
業
界
団
体
の
延
べ
３

０
７
業
者
に
虚
偽
表
示
が

確
認
さ
れ
た
と
発
表
。
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
た

め
、
景
品
表
示
法
（
景
表

法
）
を
改
正
し
、
違
反
業

者
へ
の
措
置
命
令
を
都
道

府
県
も
出
せ
る
よ
う
に
す

る
な
ど
の
総
合
的
な
対
策

を
決
定
し
た
。

一
連
の
問
題
は
、
阪
急

阪
神
ホ
テ
ル
ズ
が
10
月
22

日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宴
会

場
で
２
０
０
６
年
３
月
以

降
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
と
異

な
る
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
て
い
た
と
発
表

し
た
こ
と
か
ら
、
芋
づ
る

式
に
発
覚
。
ザ
・
リ
ッ
ツ
・

カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
有
名
・

老
舗
ホ
テ
ル
、
高
島
屋
を

は
じ
め
と
す
る
大
手
百
貨

店
４
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
も

拡
大
し
た
。

政
府
の
発
表
で
は
、
日

本
ホ
テ
ル
協
会
、
日
本
百

貨
店
協
会
、
日
本
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
、
日
本

回
転
寿
司
協
会
、
日
本
酒

造
組
合
中
央
会
な
ど
に
加

盟
す
る
業
者
に
虚
偽
表
示

が
確
認
さ
れ
た
。
牛
脂
注

入
加
工
肉
や
成
形
肉
を

「
ス
テ
ー
キ
」
、
バ
ナ
メ

イ
エ
ビ
を
「
シ
バ
エ
ビ
」

や
「
車
エ
ビ
」
、
ロ
ブ
ス

タ
ー
を
「
伊
勢
エ
ビ
」
な

ど
と
表
示
し
た
も
の
が
目

立
っ
た
。

阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
の
出

崎
弘
社
長
（
当
時
）
は
10

月
24
日
、
記
者
会
見
し
て

「
誤
表
示
で
あ
り
、
偽
装

で
は
な
い
」
と
強
弁
。
そ

の
後
、
社
内
調
査
の
甘
さ

が
露
呈
し
て
、
消
費
者
ら

の
批
判
が
高
ま
り
、
11
月

１
日
付
で
社
長
辞
任
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
真
っ
先

に
発
表
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
問
題
を
軽
視
し
た

た
め
、
傷
口
を
広
げ
た
格

好
に
な
っ
た
。

今
回
の
偽
装
・
誤
表
示

問
題
で
は
、
法
律
や
監
視

指
導
体
制
の
不
備
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
日
本
農
林

規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
法
は
食

材
や
加
工
食
品
の
規
格
・

表
示
基
準
を
定
め
て
い
る

が
、
対
象
は
主
に
容
器
包

装
さ
れ
た
状
態
で
小
売
り

さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
外

食
の
表
示
に
関
し
て
は
、

従
業
員
ら
が
説
明
で
き
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
の

基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
。

適
用
の
最
短
距
離
に
あ
る

規
定
は
、
実
際
よ
り
著
し

く
優
れ
て
い
る
と
消
費
者

を
誤
認
さ
せ
る
、
景
表
法

に
基
づ
く
「
優
良
誤
認
」

だ
。
違
反
業
者
に
は
消
費

者
庁
が
措
置
命
令
を
出
し
、

従
わ
な
い
場
合
、
２
年
以

下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
を
課
す
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
庁
だ
け
で
は

手
が
回
ら
ず
、
外
食
の
表

示
で
命
令
を
出
し
た
の
は

わ
ず
か
４
件
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
問

題
を
契
機
に
、
政
府
は
①

都
道
府
県
も
措
置
命
令
を

出
せ
る
よ
う
に
す
る
②
各

省
庁
に
所
管
業
界
を
調
査
・

指
導
す
る
権
限
を
持
た
せ

る
③
国
が
委
嘱
し
た
消
費

者
が
外
食
の
表
示
を
監
視

す
る
「
食
品
表
示
モ
ニ
タ
ー
」

（
仮
称
）
制
度
を
導
入
す

る
④
業
者
内
に
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
表
示
を
点
検
す
る

部
署
や
責
任
者
を
置
く
よ

う
義
務
づ
け
る
―
な
ど
の

対
策
を
決
め
た
。

問
題
発
覚
後
、
ホ
テ
ル

や
百
貨
店
の
幹
部
は
「
認

識
が
甘
か
っ
た
」
「
テ
ナ

ン
ト
任
せ
に
し
て
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
が
行
き
届
か
な

か
っ
た
」
な
ど
と
釈
明
。

阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
に
倣
っ

て
、
「
偽
装
」
を
認
め
ず

「
誤
表
示
」
と
言
い
募
る

ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い

が
、
景
表
法
で
は
、
故
意
、

過
失
を
問
わ
ず
不
当
表
示

と
み
な
さ
れ
る
「
優
良
誤

認
」
が
適
用
さ
れ
る
と
し

て
い
る
。

ホ
テ
ル
や
百
貨
店
の
経

営
は
、
消
費
者
の
信
頼
を

基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
を
期
待
し
て
割

高
な
代
金
を
支
払
う
の
も
、

「
消
費
者
を
だ
ま
す
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
確
信
が
あ
る
か
ら

だ
。
そ
の
信
頼
を
裏
切
っ

た
責
め
は
、
と
て
つ
も
な

く
大
き
い
。
取
り
締
ま
り

の
強
化
を
〝
業
界
の
恥
〞

と
と
ら
え
、
企
業
倫
理
の

確
立
や
法
令
順
守
体
制
の

整
備
に
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
松
）

経
営
倫
理
実
践
研
究
セ

ン
タ
ー
は
年
２
回
、
経
営

倫
理
担
当
役
員
（
Ｂ
Ｅ
Ｏ
）

の
昼
食
懇
話
会
を
実
施
２

０
１
３
年
11
月
20
日
、
そ

の
18
回
目
が
東
京
都
港
区

の
国
際
文
化
会
館
で
、
麗

澤
大
学
教
授
の
高
巌
氏
を

講
師
に
招
い
て
開
催
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
危
機
管
理
と
外

国
公
務
員
贈
賄
罪
」
。

高
氏
は
ま
ず
、
海
外
で

の
贈
賄
な
ど
の
腐
敗
行
為

が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ス
ク

と
な
る
こ
と
を
説
明
。
理

由
の
一
つ
は
、
例
え
ば
米

国
の
海
外
腐
敗
行
為
防
止

法
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
で
、
米

国
企
業
の
国
外
で
の
行
為

も
処
罰
対
象
に
な
る
、
と

い
っ
た
「
域
外
適
用
」
が

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
複
数

国
の
情
報
共
有
が
あ
る
こ

と
と
、
中
国
が
変
化
し
、

収
賄
に
厳
格
に
な
っ
て
き

た
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
た
。

ま
た
莫
大
な
制
裁
金
、

内
部
通
報
者
に
対
す
る
報

償
制
度
な
ど
に
よ
り
、
不

正
行
為
の
摘
発
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
重

大
な
リ
ス
ク
の
要
因
、
と

い
う
。
そ
の
上
で
、
企
業
が
ど

う
取
り
組
む
べ
き
か
。

「
た
だ
行
動
規
範
を
定
め

て
終
わ
り
、
で
は
な
く
、

ト
ッ
プ
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
べ
き
。
つ
ま
り
、

自
分
の
進
出
し
て
い
る
国

の
実
態
を
見
て
、
そ
れ
に

対
応
す
る
合
理
的
な
措
置

を
と
る
こ
と
だ
」
と
強
調
。

一
方
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
が
公

務
員
へ
の
贈
答
を
全
て
禁

止
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「
敬
意
や
謝
意
を
表
す
方

法
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も

の
」
は
基
本
的
に
よ
い
、

寄
付
も
か
ま
わ
な
い
、
な

ど
と
し
て
い
る
事
実
を
強

調
。「

問
題
は
、
不
正
な
意

図
が
あ
る
贈
答
。
そ
う
し

た
意
図
が
な
い
、
と
説
明

で
き
る
証
拠
を
残
す
こ
と

が
大
切
。
何
か
贈
る
時
に

は
必
ず
領
収
書
を
受
け
取

る
、
と
社
内
の
ル
ー
ル
に

し
て
お
け
ば
、
現
場
で
も

取
り
や
す
く
な
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
社
内
ル
ー

ル
の
整
備
は
重
要
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
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景
表
法
改
正
な
ど
規
制
強
化
へ

今
年
10
月
ま
で
の
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被

害
額
が
、
過
去
最
悪
の
約

３
８
３
億
円
に
上
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
警
察
庁
が

12
月
２
日
、
発
表
し
た
ま

と
め
に
よ
る
と
、
２
０
１

３
年
１
〜
10
月
の
間
、
振

り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害

額
は
、
約
３
８
３
億
円
を

超
え
、
昨
年
の
約
３
６
４

億
円
を

上
回
っ

た
。
被

害
の
増

加
は
４

年
連
続
で
、
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
被
害
が
進
む
と
、

今
年
1
年
間
の
被
害
総
額

は
、
４
０
０
億
円
を
超
え

る
恐
れ
が
あ
る
。

警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
振
り
込
め
詐
欺
の

手
口
と
し
て
、
息
子
を
装
っ

て
電
話
す
る
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
の
発
生
件
数
が
４

２
５
８
件
と
一
番
多
く
、

被
害
額
は
１
３
４
億
円
に

上
る
。
「
現
金
が
入
っ
た

か
ば
ん
を
な
く
し
た
」

「
取
引
で
穴
を
開
け
た
」

と
い
っ
た
だ
ま
し
言
葉
が

多
い
と
い
う
。
地
域
的
な

特
徴
と
し
て
は
、
東
京
、

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
と
、

被
害
の
７
割
は
首
都
圏
に

集
中
し
て
い
る
。
被
害
者

は
、
60
歳
以
上
の
女
性
が

約
85
％
を
占
め
る
。

近
年
で
は
、
「
振
り
込

め
型
」
よ
り
も
、
犯
人
が

自
宅
な
ど
に
来
る
「
受
け

取
り
型
」
が
急
増
し
て
お

り
、
全
体
の
約
８
割
に
お

よ
ぶ
。

さ
ら
に
、
振
り
込
め
詐

欺
以
外
で
は
、
架
空
の
会

社
の
「
未
公
開
株
の
代
金
」

と
し
て
、
現
金
を
だ
ま
し

取
る
被
害
も
目
立
ち
、
被

害
額
は
１
８
１
億
円
。
な

か
で
も
被
害
額
が
多
い
金

融
商
品
を
名
目
に
し
た
詐

欺
は
、
小
包
な
ど
で
代
金

を
送
ら
せ
る
手
口
が
40
％

を
占
め
る
。

警
察
庁
は
、

被
害
の
多
く

を
占
め
る
お

年
寄
り
に
対

し
て
「
だ
ま

さ
れ
な
い
自
信
が
あ
っ
て

自
分
は
大
丈
夫
、
と
い
う

人
で
も
被
害
に
遭
う
」
と

注
意
を
呼
び
か
け
る
と
同

時
に
「
危
機
感
を
強
く
持

ち
、
犯
人
グ
ル
ー
プ
の
検

挙
に
向
け
て
、
よ
り
強
力

に
取
り
締
ま
り
を
進
め
た

い
」
と
し
て
い
る
。

今
年
の
振
り
込
め
詐
欺
―
10
月
末
で
過
去
最
悪

グローバル危機管理をテーマに

高巖氏が講演
第18回ＢＥＯ昼食懇話会

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

（
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ガ

レ
リ
ア
３
階
）
で
平
等
院

鳳
凰
堂
の
平
成
修
理
完
成

記
念
展
が
行
わ
れ
、
様
々

な
「
飛
天
」
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

今
回
の
展
示

は
、
お
よ
そ
半

世
紀
ぶ
り
の
国

宝
・
平
等
院
鳳

凰
堂
の
修
理
で､

２
０
１
４
年
春

に
落
慶
を
迎
え

る
記
念
に
開
か

れ
て
い
る
。
国

宝
・
阿
弥
陀
如

来
坐
像
光
背
飛

天
を
寺
外
で
間

近
で
見
ら
れ
る

最
初
で
最
後
の

機
会
と
い
う
。

「
飛
天
」
と

は
、
本
来
天
人
の
こ
と
。

仏
教
で
は
、
六
道
と
い
わ

れ
る
煩
悩
世
界
の
最
上
階

で
あ
る
天
道
に
属
す
る
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
飛
翔
し

な
が
ら
散
華
し
、
楽
器
を

奏
で
、
香
を
た
く
な
ど
し
、

仏
で
あ
る
如
来
を
た
た
え
、

供
養
す
る
。

導
入
部
で
は
、
イ
ン
ド

か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、
日
本

へ
と
持
た
ら
さ
れ
た
こ
と

を
検
証
す
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ

美
術
の
レ
リ
ー
フ
な
ど
も

あ
り
、
幅
広
く
、
奥
深
い

飛
天
の
華
麗
な
世
界
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
は
、
日
本
の
古
代

か
ら
中
世
の
飛
天
が
中
心

だ
が
、
浄
土
図
や
荘
厳
具

類
な
ど
も
陳
列
さ
れ
、
彫

刻
・
絵
画
・
工
芸
に
わ
た

り
、
「
飛
天
」
の
美
術
を

広
く
展
示
し
て
い
る
。

特
に
、
国
宝
・
雲
中
供
養

菩
薩
は
、
十
数
躯
を
一
挙

に
公
開
さ
れ
、
見
所
と
な
っ

て
い
る
。
（
陶
）

宇治・平等院鳳凰堂の国宝を特別公開
サントリー美術館、「天上の舞 飛天の美」展で


